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1. まえがき 海水中の電波利用として，著者らは低
周波の電波を利用した海水中位置測距システムについて
検討を行っている [1]-[7]．海水中の伝搬が海水の導電損
失が極めて大きいため，送受信アンテナ間の電波伝搬は，
遠方界による伝搬ではなく，超長波や長波などのような
低い周波数帯の導電電流によるアンテナ間の近傍界結合
である [1]．そのため，高い導電損失媒質中の伝搬及び
小形アンテナのインピーダンスと整合するための整合回
路の導電損失を考慮して，海水中のアンテナの最適設計
を行う必要がある．本研究では，海水中における小形ダ
イポール間及び小形ループアンテナ間の電力伝送効率の
視点から，アンテナの整合回路損失を考慮した海水中ア
ンテナの設計法について検討する．
2. 数値シミュレーション
シミュレーションでは送受信アンテナ間のZパラメー
タを計算し，そこから F 行列を求めた．伝送効率を計
算するには図 1に示すように 3 つの F 行列，送信側整
合回路 F1，アンテナ間の伝送特性 F2，受信側整合回路
F3 を縦続接続し，さらに負荷 (Z0=50Ω) を接続した回
路を考える．(
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Z0 で消費される電力 Pl を入射電力 Pinc で割った値
を送受信アンテナの電力伝送効率 τ とする．
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ここで，Γは送信側整合回路の入力側の反射係数とする．

図 1 送受信アンテナ間の伝送効率の計算モデル

ダイポールアンテナとループアンテナの解析モデル，
及び送受信アンテナの配置をぞれぞれ図 2と図 3に示す．
4.まとめ 本報告では海中アンテナに損失のある整
合回路を考慮したアンテナ間の電力伝送効率の計算をシ
ミュレーションを行った．シース付ループアンテナの効
率が最も高い伝送効率が得られた．また，磁束が 2 つの
ループアンテナを貫く配置により強い近傍界結合が生じ

図 2 アンテナの解析モデル

図 3 送受信アンテナの配置

たことが確認された．また，アンテナの放射効率と電力
伝送効率とは必ずしも関連のないことが分かった．
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